
　１日８回の授乳は、乳首を
吸い、搾乳した母乳を哺乳瓶
で飲み、不足分を鼻のチュー
ブから入れました。１回に
90分かかるため、すぐ次の
授乳になり休む時間がありま
せんでした。病院に相談し、
①口から飲む時間を20分と決めること、②夜は口から飲むの
は中止し、ご家族に鼻から入れてもらうことで、母子の睡眠
時間を確保することができました。
　病院が遠いので、発熱や風邪症状などの時は、かかりつけ
医に診てもらうようにしました。
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　近年、死因で一番に挙がるのが「がん」で、日本人の約３人に１人
はがんで亡くなると言われています。また、日本は世界でも有数の長
寿国であり、男女とも平均寿命が80歳を超えており、今後もさらに伸
びると予想されています。しかし、「死」は誰にでも訪れるものであ
り、自分自身の終末期の過ごし方や、介護をする家族の看取りについ
て、日頃から考えておくことがますます大切になってきています。
　人生の最期を考え、皆さんが自分らしく過ごせるように選択できる
社会の仕組みを作り上げることが、地域包括ケアシステムの構築につながります。
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　皆さんは、「人生の最期」をどのように過ごしたいか考えたことがありますか。誰にでも訪れる
ものですので、自分自身の最期の過ごし方や、家族の看取りについて考えてみましょう。

最期について考える

　かつては多くの方が自宅で最期のときを迎えていましたが、現在ではほとんどの方が病院で亡
くなっています。最期を住み慣れた自宅で迎えたいと願っている方も多くいますが、家族の介護
に対する不安や負担が大きく、自宅で介護を続けられるか心配なため病院で過ごしたいと思われ
る方もいます。
　病気や介護が必要となっても、一人でも多くの方が自分自身の望む最期を過ごすことができる
よう、社会全体での体制づくりが必要となります。また、信頼できるかかりつけ医を見つけ、家
族や医師と話し合い、最期を迎えるための準備が必要となります。

最期をどこで過ごしたいですか

　自宅での療養生活を送るためには、家族の頑張りだけでは大変で
す。そこで皆さんやご家族の希望に応えるために、様々な職種の人
たちが連携し在宅医療を支えていきます。地域包括ケアシステムを
構築することで、医療と介護の連携が強化され、安心して住み慣れ
た自宅で過ごせるようになります。

在宅医療・介護の連携
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　訪問看護は高齢者向けのサービスというイメージをお持ちではありませんか。実は、訪問看護の対象者は０歳から高
齢の方まで、全年齢の方が対象です。今回は０歳児への訪問看護の様子をご紹介します。

Ⅰちゃん：生後1カ月
心室中隔欠損症
祖父母、パパ・ママ、お姉
ちゃんの6人家族

　週に２回訪問して、栄
養が取れて順調に体重が
増えているか、呼吸状
態、機嫌、便や尿の様子
などを伺い、対応しまし
た。

※小児用の体重計と、酸素飽和濃度
測定器を助産所から借りました。

「Ⅰちゃんの、動作一つ一つ、すべてが心配..」byお母さん

９月24日㈯　午後２時～４時
新城文化会館　小ホール
医療法人ＳＩＲＩＵＳ　いしが在宅ケアクリニック
理事長　石賀丈士先生
在宅特化型クリニックを三重県四日市市へ開設。在宅看取りは年間300人以上。
また、看取り経験を通して、「いのち」の大切さを子どもたちに伝えている。

「在宅医療の輪をひろげよう　～看取りの現場から～」
地域包括ケアシステム市民講演会
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　生後20日ほどで呼吸の異常に気づいて受診をし、心室
中核欠損症と診断されました。治療方針は『体力がつく
のを待って手術』ということで2週間で退院となりまし
た。Ⅰちゃんは、おっぱいを飲む力が弱いため栄養が十
分に取れません。また、頑張って飲むと呼吸が苦しく
なってしまいます。そのため、鼻から胃へチューブを入
れて栄養補給することが必要です。お母さんは、入院
中、鼻のチューブを入れる練習をしました。
　Ⅰちゃんの病気や鼻のチューブの管理などに不安が
あったお母さんは、病院の看護師に訪問看護を勧めら
れ、退院日から開始となりました。　　

【心室中隔欠損症とは】
　心室中隔欠損症は、1000人に3人の割合で起こ
る先天性の心臓の病気で、子どもの心臓関連の病
気の中でも一番多いと言われています。心臓の左
右の心室を仕切る壁に穴が開いてしまっており、
圧の高い左心室から右心室へ血液が流れることで
肺の血流量（肺への負担）が増え、呼吸困難や心
不全を引き起こします。

　Ⅰちゃんは、手術を受けて無事に退院し、訪問看護を
再開しました。おっぱいも力強く飲むことができるよう
になり、順調に体重が増えました。傷の経過もよく、訪
問看護の回数も週２回から2週間に1回となり、開始から
5カ月後には終了となりました。

体調管理

　週1回、お母さんの「鼻
のチューブ交換」を見守
り、必要時にはお手伝い
をしました。また、胃に
きちんと入っているか、
一緒に確認しました。

鼻のチューブ交換

　病院が遠かったので、日々のちょっとした変化を
訪問看護師に随時相談でき、対応してもらえてよ
かったです。病気のことだけでなく、生活の中での
心配ごとを、いつでも相談することができたので安
心でした。
　また、鼻のチューブ交換がとても心配でしたが、
そばで見ていてくれて確認まで一緒にできて心強
かったです。
　冬だったので、病院に行くと別の病気をもらって
しまうのが心配でしたが、自宅に来てくれたので安
心でした。

お母さんの感想

正常の心臓 心室中隔欠損症の心臓


